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特
定
（
産
業
別
）最
低
賃
金
制
度

の
概
要

　

日
本
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
決
定
さ
れ
、

全
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
地
域
別
最
低
賃

金
」
の
他
、
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
軽
易
業

務
を
除
い
た
“
基
幹
的
労
働
者
”
に
適
用
さ

れ
る
、「
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
」
が
あ
り

ま
す
。
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、
都
道

府
県
ご
と
、
産
業
ご
と
に
決
定
さ
れ
て
お
り
、

現
在
、
全
国
に
2
4
3
件
、
3
6
9
万
人
に

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
金
属

産
業
分
が
1
7
6
件
、
適
用
労
働
者
3
 
1
 

0
万
人
（
84
％
）
と
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

制
度
を
取
り
ま
く
環
境
の
変
化

　

現
在
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
制
度

は
、
1
9
8
6
年
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

で
枠
組
が
合
意
さ
れ
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す

が
、
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
27
年
が
経

過
し
、
制
度
を
取
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
経
済
環
境
の
変
化
で
す
。
経
済

が
長
期
に
わ
た
っ
て
低
迷
し
、
デ
フ
レ
も
未

だ
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
が
激
化
し
、
産
業
構
造
も
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
め
は
、
労
働
市
場
の
変
化
で
す
。
雇

用
者
に
占
め
る
非
正
規
労
働
者
の
割
合
は
、

1
9
8
6
年
に
は
16
・
6
％
で
し
た
が
、
2
 

0
1
3
年
に
は
約
35
％
に
ま
で
拡
大
し
て
い

ま
す
。
非
正
規
労
働
者
の
多
く
は
低
賃
金
で

あ
り
、
外
部
労
働
市
場
で
賃
金
が
決
ま
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
め
は
、
労
働
組
合
の
組
織
率
の
低
下

で
す
。
1
9
8
6
年
に
は
28
・
2
％
だ
っ
た

組
織
率
は
、
2
0
1
2
年
に
は
17
・
9
％
に

低
下
し
て
い
ま
す
。
中
小
・
零
細
企
業
や
非

正
規
労
働
者
な
ど
の
未
組
織
労
働
者
の
多
く

は
、
労
使
交
渉
に
よ
っ
て
賃
金
を
引
き
上
げ

る
手
段
を
持
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
賃
金

格
差
の
是
正
が
進
ま
な
い
ば
か
り
か
、
む
し

ろ
、
賃
金
の
低
下
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
低
賃
金
労
働
者
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

四
つ
め
は
、
春
季
生
活
闘
争
の
変
化
で
す
。

経
済
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、
賃
金
の
引
き

上
げ
が
困
難
な
中
、
大
手
の
賃
上
げ
が
中
小
、

さ
ら
に
は
未
組
織
労
働
者
に
波
及
す
る
流
れ

が
機
能
せ
ず
、
賃
金
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い

る
大
手
企
業
と
未
整
備
な
中
小
企
業
と
の
賃

金
格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

五
つ
め
は
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
大
幅
な

引
き
上
げ
で
す
。
政
府
は
、
最
低
賃
金
法
の

改
正
に
よ
っ
て
、
生
活
保
護
水
準
と
の
格
差

解
消
や
「
雇
用
戦
略
対
話
」
等
で
の
政
労
使

の
合
意
に
基
づ
き
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
大

幅
な
引
き
上
げ
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

最
低
賃
金
制
度
の
抱
え
る
課
題

　

地
域
別
最
低
賃
金
は
、
2
0
0
7
年
以
降
、

大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
都

市
部
と
他
の
地
域
と
の
格
差
拡
大
や
、
影
響

率
の
低
さ
な
ど
、
更
な
る
改
善
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
地
域
別
最
低
賃
金
が
大
幅
に
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
水
準
が
地
域
別
最
低
賃
金
を
下

回
る
ケ
ー
ス
も
で
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
特
定
（
産
業
別
）最
低
賃
金
の
今

日
的
な
意
義
・
役
割
が
改
め
て
問
わ
れ
て
お

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の
課
題
と

今
後
の
取
り
組
み
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り
、
労
働
組
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
再

構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
定
（
産
業
別
）最
低
賃
金
制
度

の
意
義
・
役
割

　

第
一
に
、
こ
の
制
度
は
、
わ
が
国
唯
一
の

企
業
の
枠
を
超
え
た
労
働
条
件
決
定
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、「
労
使
交
渉
の
補
完
・
代
替
機
能
」

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
労
働
条

件
が
企
業
内
決
定
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
労

働
組
合
法
に
定
め
る
労
働
協
約
の
拡
張
適
用

の
要
件
が
厳
し
い
た
め
に
、
中
小
・
零
細
企

業
や
非
正
規
労
働
者
の
多
く
は
労
働
協
約
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、
当
該
産
業

労
使
が
審
議
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
労
使
交

渉
の
補
完
・
代
替
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
こ
の
制
度
は
、
労
使
交
渉
に
よ

っ
て
決
定
し
た
公
正
か
つ
経
済
合
理
性
あ
る

賃
金
を
未
組
織
労
働
者
に
波
及
さ
せ
る
役
割

が
あ
り
ま
す
。
賃
金
は
労
使
が
対
等
な
立
場

で
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
た
決
定
に

よ
る
賃
金
こ
そ
が
「
公
正
な
賃
金
」
で
あ
り

「
経
済
合
理
性
の
あ
る
賃
金
」で
す
。特
定（
産

業
別
）
最
低
賃
金
の
審
議
を
有
効
に
機
能
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
使
が
決
定
し
た
公

正
な
賃
金
を
未
組
織
労
働
者
に
波
及
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

第
三
に
、
組
織
労
働
者
と
未
組
織
労
働

者
の
賃
金
格
差
を
是
正
す
る
意
義
が
あ
り
ま

す
。
日
本
で
は
、
同
一
産
業
に
お
い
て
も
大

手
と
中
小
・
零
細
企
業
、
正
規
労
働
者
と
非

正
規
労
働
者
の
間
の
賃
金
格
差
が
大
き
い
実

態
に
あ
り
ま
す
。
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
は
、
直
接
的
な
影
響
だ
け
で

な
く
、
パ
ー
ト
等
の
非
正
規
労
働
者
の
賃
金

決
定
の
基
準
と
し
て
、
間
接
的
な
影
響
力
を

発
揮
し
、
賃
金
格
差
の
是
正
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。

　

第
四
に
、
公
正
競
争
の
確
保
に
よ
っ
て
、

産
業
の
健
全
な
発
展
を
促
し
、
産
業
の
魅
力

を
高
め
て
い
ま
す
。
賃
金
格
差
の
是
正
に
よ

っ
て
、
不
適
正
な
競
争
を
排
除
し
、
公
正
競

争
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
な
役
割
の
一
つ

で
す
が
、
さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

産
業
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
し
、
産
業
の
魅

力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

第
五
に
、
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
発
揮

に
よ
っ
て
、
健
全
な
労
使
関
係
を
育
成
し
て

い
ま
す
。
当
該
産
業
労
使
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
を
発
揮
し
、
地
域
の
産
業
実
態
を
踏
ま
え

て
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
審
議
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
労
使
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
健
全
な
労
使
関
係
の
育

成
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

金
属
労
協
の
取
り
組
み

　

長
期
に
わ
た
る
デ
フ
レ
を
脱
却
し
、
経
済

を
成
長
軌
道
へ
と
導
く
た
め
に
は
、
勤
労
者

の
所
得
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
な
か
で
も
、
雇
用
が
不
安
定
で
所
得
水

準
の
低
位
な
非
正
規
労
働
者
の
拡
大
を
食
い

止
め
、
正
規
労
働
者
と
の
均
等
・
均
衡
待
遇

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
は
、
そ
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
す
。

　

金
属
労
協
は
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

の
意
義
・
役
割
を
踏
ま
え
、
春
季
生
活
闘
争

で
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
締
結
拡
大
と
水

準
向
上
を
図
り
、
そ
の
成
果
を
未
組
織
労
働

者
に
波
及
さ
せ
る
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
雇
用
形
態
の
多
様
化
が
進
展
す
る
中

で
、
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
に
基

づ
き
、
同
じ
産
業
で
働
く
組
織
労
働
者
と
未

組
織
労
働
者
、
正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働

者
の
賃
金
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
を
め
ざ
す

こ
と
は
、
労
働
組
合
の
社
会
的
責
任
と
し
て

重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
、
企
業
内
最
低
賃

金
協
定
の
締
結
組
合
を
現
状
の
４
割
程
度
か

ら
全
単
組
締
結
へ
と
拡
大
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
ま
た
、
バ
ラ
ツ
キ
の
大
き
い
協
定
水

準
を
高
卒
初
任
給
に
準
拠
し
た
水
準
へ
の
引

き
上
げ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
同
時
に
、
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
制
度
の
金
額
審
議

を
、
地
域
別
最
低
賃
金
準
拠
、
上
げ
幅
重
視

の
審
議
か
ら
、
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
を
重

要
な
参
考
資
料
と
し
て
、
水
準
を
重
視
し
た

審
議
へ
と
改
善
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

制
度
の
原
点
で
あ
る
労
働
協
約
の
拡
張
適
用

の
考
え
方
に
立
ち
返
り
、
最
低
賃
金
に
関
す

る
労
働
協
約
を
重
視
し
た
審
議
を
行
う
こ
と

が
、
真
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
を
確
立

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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